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藤沢を取り巻く近年の内外の社会経済情勢の変化は、真に激しいものがあります。特
に本市始まって以来、人口減少社会が到来し、あわせて少子化と高齢化が同時並行で急
速に進行する時代を迎えることになります。
この現状を直視しつつ、未来に向けた創造的「藤沢づくり」の構想を描く必要があり

ます。

Ⅲ－１．「藤沢づくり」の基本条件

基本条件－１　 人口減少と少子高齢化社会の到来

本市の人口は、今後しばらくは増加することが見込まれます。しかし、2020 年 ( 平
成 32 年）頃には約 41万 7千人でピークを迎え、その後は減少する本格的な人口減
少社会を迎えることになります。また、少子化と高齢化が同時に進行し、高齢者人口
（65歳以上）は 2005 年（平成 17年）には 16.5％でしたが、2035 年（平成 47年）
には 32.4％になることを想定しています。

（１）　本市の人口は 2020 年（平成 32 年）頃には約 41 万 7 千人でピークを迎え、
2030 年（平成 42 年）には約 40 万 3 千人、2035 年（平成 47 年）には約
39万 1千人まで減少する見込みです。（「藤沢市将来人口推計モデル調査」（2008
年度（平成２０年度）））

（２）　年少人口（０～ 14 歳）は、2005 年 ( 平成 17 年）には 14.1％でしたが、
2035 年（平成 47年）には 9.6％になります。（「藤沢市将来人口推計モデル調査」
（2008 年度（平成 20年度）））

（３）　高齢者人口は、2005年 (平成17年）には16.5％でしたが、2035年（平成47年）
には、32.4％になります。2035 年（平成 47年）時点で高齢化率の高い地区は、
湘南大庭地区、片瀬地区、善行地区、藤沢地区、鵠沼地区を想定しています。（「藤
沢市将来人口推計モデル調査」（2008 年度（平成 20年度）））

（４）　藤沢市の世帯数は単身世帯の増加などを背景に一貫して増加傾向にあり、
2015 年（平成 27 年）には 18 万世帯を超え、2035 年（平成 47 年）には、
約 19万 9千世帯になると想定しています。（「藤沢市将来人口推計モデル調査」
（2008 年度（平成２０年度）））

Ⅲ．藤沢を取り巻く現状
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人口の推移（藤沢市）
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※「藤沢市将来人口推計モデル調査」（2008 年度（平成２０年度））より
国勢調査による人口に出生や死亡などの自然増減、転入転出などの社会増減のほか、開
発などの政策的要因による転入見込み人口を加えて地区別に将来人口を推計したものを
集計した。調査ではそのほか、世帯数や年齢構成、産業別人口なども推計した。

※「年齢不詳者」は直近の国勢調査において年齢を把握できなかったもので、その時点での
総人口に占める割合を将来の推計人口に乗じて算出している。



地区別高齢者人口比率予測

地区別年少人口比率予測
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（2008年（平成20年）版藤沢市統計年報（工業統計調査）より）
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基本条件－２　 経済情勢・産業構造の地殻的変動

経済活動のグローバル化、生産コストの縮減と労働力の確保のための製品開発や生
産拠点の世界規模での分散化などの影響により産業構造が大きく変貌し、本市におい
ても東海道線沿線の工業ゾーンを中心に工場の撤退、生産機能の移転現象による産業
の空洞化が深刻となり、その結果、工業生産出荷額の減少や雇用の減少が深刻な状況
となっています。
また、他都市における商業機能の相次ぐ強化や郊外型大型商業施設の進出及び消費

者ニーズの変化と購買意欲の減少などにより、本市の商業は大変厳しい状況となって
います。

（１）　産業別人口等

ア　産業別人口は長期的にみると、第１次産業は 1970 年代当初より、第２次
産業は 1990 年代より減少傾向であり、この傾向は今後も続くことが見込
まれます。（「藤沢市将来人口推計モデル調査」（2008 年度（平成２０年度）））

イ　第３次産業の就業者・従業者数は増加し続けていますが、今後は人口・生
産年齢人口の減少によって横ばい・微減傾向となり、2025 年（平成 3７
年）以降は大きく減少していくことが予測されます。（「藤沢市将来人口推
計モデル調査」（2008 年度（平成２０年度）））

ウ　産業別の事業所数は、「卸売・小売業」が全体の 27％を占めています。（「事
業所・企業統計調査」2006 年（平成 18年））

（２）　工業事業所数と工業製品出荷額の推移

ア　本市の工業事業所数は、ほぼ年々減少しています。



- 32 -

イ　本市の工業製造品出荷額等は、1989 年（平成元年）には２兆円を超え、
1997 年（平成９年）までは２兆円台で推移しましたが、経済の長期低迷、
産業の空洞化、相次ぐ企業の工場撤退等により 2003 年（平成 15年）に
は、１兆 716 億円まで減少しました。2004 年（平成 16年）以降は増加
に転じていますが、2007 年（平成 19 年）は約１兆４千億円でピーク時
の 57％の水準に止まっています。

基本条件－３　 社会資本の老朽化・陳腐化

本市が保有する建物約 78.4 万㎡のうち、旧耐震基準で建設された建物は約 44.6
万㎡（57％）、新耐震基準で建設された建物は約 33.7 万㎡（43％）です。
築年別にみると、築 20～ 39年の施設が約 42万㎡で全体の 54％を占めています。

築 20年以上の建物は約 57万㎡（72.8％）、さらに一般に建物の寿命とされる築 30
年以上の建物は約 41万㎡（52.3％）となっており、老朽化した建物が既に全体の過
半数を占めています。
さらに、本市で都市化が急速に進んだ 1960 ～ 1980 年代前半にかけて建設された

施設が多く、建物の安全性の確保、大規模改修、建替え等に今後莫大なコストがかか
ることが予測されます。（「公共施設マネジメント白書」2008 年度（平成 20年度））
本市の老朽化した施設を、標準的な工事費で、かつ、同規模で建て替えると仮定す

ると、およそ 1,435 億円、20 年平均でならすと年 71億円の財源が必要となる計算
になります。（藤沢市公民連携あり方検討委員会「提言」2009 年（平成 21 年）・藤沢市
ＮＰＭ改革推進懇話会「提言書」2009 年（平成 21年））



築年別整備状況
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基本条件－４　 逼迫（ひっぱく）が予想される市の財政状況

本市の歳入の推移を普通会計※7ベースで見ると、1998年度（平成10年度）の1,258
億円が一度目のピークとなっており、2003 年度（平成 15年度）まで減少が続きま
した。
その後 2004 年度（平成 16年度）以降は、国から地方への税源移譲や個人市民税

に係る税制改正、市債発行額の増加などにより再び増加傾向となり、2008 年度（平
成 20年度）では、1,289 億円に達しています。
しかし、2008 年（平成 20 年）後半から始まった景気低迷の影響により、2009

年度（平成 21年度）の歳入は、企業収益の急激な悪化から法人市民税が減少となり、
総額は減少に転じる見込みです。さらに今後も、引き続く景気低迷により、法人市民

※ 7 普通会計：自治体の全会計から下水道、病院、国民健康保険などの「公営事業会計」を除いた、全
自治体共通の統一的会計区分で、おおむね一般会計に特別会計の一部を加えたもの



普通会計歳入の推移

自主財源の推移
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税の減収とともに個人所得の減少による個人市民税の減収が大幅に見込まれるなど、
税収は大変厳しくなることが予測されます。また今後は景気の影響だけでなく、高齢
化の進展や正規雇用者の減少などの社会的要因によっても個人市民税が減収傾向にな
ることが予測されます。

なお、歳入のうち市債について普通会計ベースで過去 10年間の借入額と償還額及
び残高の状況について見ると、1999 年度（平成 11年度）から 2003 年度（平成 15
年度）までは市債の借入を抑制したため償還額が借入額を上回り残高が減少しました
が、2004 年度（平成 16 年度）から 2006 年度（平成 18 年度）までは、後年度負
担への配慮をした中で、諸課題への対応を図るため、臨時財政対策債を計画的に活用
したことにより借入額が償還額を上回りました。2008 年度（平成 20年度）は、前
年度と比較し借入額が増加しましたが、償還額も増加しており、結果として、市債残
高は減少しました。市債に関する財政指標である公債費比率、実質公債費比率によれ
ば、公債費比率は低下し続け、実質公債費比率も「早期健全化基準」である 25％を
下回っており、財政の弾力性、健全性は維持されています。



市債の状況

- 35 -

一方、本市の歳出を普通会計ベースで見ると、2004 年度（平成 16年度）以降は
増加に転じており、2008 年度（平成 20年度）の歳出は 1,210 億円となっています。
2008 年度（平成 20年度）の道路・公園などの都市インフラ整備等にかかる投資的
経費※8 は、246 億円で歳出全体の 20％を占め、そのうち 132 億円が特定財源で賄
われています。また、人件費や物件費、扶助費※9 などの消費的経費※10 は、745 億
円で歳出全体の 62％を占め、中でも扶助費については 1990 年度（平成２年度）と
比較すると約 2.9 倍に増加しており、市財政の圧迫要因ともなっています。

 ※ 8 投資的経費：支出の効果が資本の形成のためのものであり、将来に残る施設等を整備するための
経費

 ※ 9 扶助費：社会保障制度の一環として現金や物品などで支給される費用で、生活保護法、児童福祉法、
老人福祉法などの法令に基づくもののほか、乳幼児医療の公費負担など市の施策として行うもの
も含まれます。

※10消費的経費：支出の効果が単年度の短期間で終わる性質の経費



普通会計歳出の推移

消費的経費の推移
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財政見通しを中長期的に見た場合には、市庁舎や市民センター・公民館などの公共
施設の老朽化対策及び橋りょうや公園施設などの都市基盤施設の長寿命化対策が大き
な課題となっているとともに、中心市街地等の整備や交通機関の整備促進など新たな
都市基盤整備に対する財政需要の増大が見込まれるため、今後も厳しい財政状況が続
くことが予測されます。

基本条件－５　 土地利用及び都市基盤

「藤沢づくり」に向けて、これまで築き上げてきた良好な居住空間、商業空間など、
地区ごとの自然、歴史、文化や都市活動などの特性を活かし、活力と個性がみなぎる
まちを創出するために、環境、産業、農業などと共生した土地利用を進め、地区間、
都市間の連携強化を図っていきます。
「藤沢づくり」を具体化するために、交流と連携の骨格となる交通体系、自立都市
を支える都市拠点、自然環境の保全形成、市街地形成、地区別まちづくりの５つで都
市構造を形成し、都市機能の維持、更新、充実を図ります。

（１）交通体系

都市内外にわたる産業活動や市民の生活・活動などを支え、多様な交流・連携
の創出にむけ、都市拠点間、都市機能間を結び、活力を創造する交通の骨格の形
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成が必要となります。また、さらなる高齢化の進展と低炭素社会の構築を見据え、
新たな交通システムとネットワーク化が必要となります。

（２）都市拠点

都市拠点では、社会潮流の変化や産業・生活環境などの変化を迅速に捉え、都
市の活力を創出する「自立する都市」を相互に支える核として各拠点の担うべき
役割を明らかにした上で、都市機能集積の充実を図り拠点性を高めるとともに、
質の高い都市拠点空間の形成が必要となります。

（３）自然環境の保全形成

海と川、砂丘と台地地形及び三大谷戸などが醸し出している藤沢の水と緑の多
彩な自然空間を、次の世代に引き継ぐ資産として保全・整備するとともに、新た
な緑地空間の創出などを通じて自然環境のネットワーク化を進める必要がありま
す。
また、都市農業利用を中心とした市街化調整区域は、本市の都市空間の形成

上、里山と農地が一体となった都市のみどり空間として重要な役割を果たしてい
ます。従って、今後も都市農業と観光、レクリエーションなどが連携した魅力あ
る自然環境の保全形成を図る必要があります。

（４）市街地形成

これまで形成された市街地の構成を維持・継承し、有効活用する中で、成熟社
会にふさわしい質の高い都市づくりを進める必要があります。
また、工業系を中心とした工場・事業所などの、移転・廃止などに伴う土地利

用転換の秩序化を進める必要があります。
さらに、コンパクトシティ形成に向けた藤沢都心部地区の土地利用誘導や西北

部地域における農・工・住が共生する環境共生のまちづくりなど、既成市街地の
機能更新や新たな市街地形成を計画的に整備していく必要があります。

（５）地区別まちづくり

地区ごとに定められた「地域まちづくり計画」「地域経営実施計画（地区別ま
ちづくり実施計画）」などに基づき、地域経営会議と地区市民センター・公民館
が中心となって、「地域市民」との連携を図りながら、土地利用計画などをふまえ、
地域環境及び生活環境の充実を図る必要があります。
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５　中長期歳入歳出見込額

平成 23 年度から平成 34 年度までの歳入、歳出（経常的経費、政策的経費）
見込については、次のとおりです。



新総合計画短期財政計画（総括表）

　市税 71,012 71,012 72,931 72,931 72,629 72,629 216,572 216,572

　その他 14,235 4,929 14,584 4,306 12,511 4,871 41,330 14,106

自主財源計 85,247 75,941 87,515 77,237 85,140 77,500 257,902 230,678

　地方譲与税等 5,254 5,254 5,944 5,944 5,474 5,474 16,672 16,672

　国庫支出金 20,817 0 17,198 0 21,051 0 59,066 0

　県支出金 6,505 0 6,440 0 6,846 0 19,791 0

　その他 6,838 2,531 5,996 2,680 8,047 4,995 20,881 10,206

依存財源計 39,414 7,785 35,578 8,624 41,418 10,469 116,410 26,878

　合　計　① 124,661 83,726 123,093 85,861 126,558 87,969 374,312 257,556

人件費 26,203 24,837 25,936 24,661 26,747 25,945 78,886 75,443

扶助費 22,361 4,340 21,206 5,926 24,875 4,829 68,442 15,095

公債費 10,137 9,137 10,082 9,087 10,453 10,119 30,672 28,343

その他 20,638 15,998 23,643 15,373 20,271 16,660 64,552 48,179

経常的経費計　② 79,339 54,312 80,867 55,195 82,346 57,553 242,552 167,060

45,322 29,414 42,226 30,666 44,212 30,416 131,760 90,496

23,555 10,980 24,764 11,904 23,661 12,131 71,980 35,015

110 78 36 36 295 295 441 409

23,665 11,058 24,800 11,940 23,956 12,426 72,421 35,424

21,658 18,357 17,426 18,726 20,136 18,035 59,220 55,118

124,662 83,727 123,093 85,861 126,438 88,014 374,193 257,602

１．上段　中長期財政計画（歳入）

２．中断　中長期財政計画（歳出）

３．下段　総合計画事業費（市域全体／地域／総合計画事業費合計）

※百万円単位に四捨五入しているため合計金額が異なる場合があります。

歳出合計　②＋④＋⑤

一般財源

市域全体のまちづくり計画（本庁）

地域まちづくり計画（１３地区）

総合計画事業費合計　④

その他政策経費　⑤

事業費

計画期間総額

事業費 一般財源 事業費 一般財源 事業費

経
常
的
経
費

事業費

平成２５年度計画額

一般財源

平成２４年度計画額

事業費 一般財源

政策的経費投入可能財源③（①－②）

総合計画事業費
平成２３年度計画額

一般財源 事業費 一般財源 事業費 一般財源

計画期間総額

事業費 一般財源

（歳出見込）
平成２３年度計画額 平成２４年度計画額 平成２５年度計画額

事業費

計画期間総額
　（単位：百万円）

（歳入見込）
平成２３年度計画額 平成２４年度計画額 平成２５年度計画額

一般財源事業費 一般財源 事業費 一般財源



14205 藤沢市 （封鎖人口）

総数 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年
合計 396,014 399,089 397,599 392,059 383,177 371,930 358,667
0～4歳 18,535 16,419 13,612 11,763 10,781 10,540 10,248
5～9歳 19,079 18,457 16,352 13,557 11,716 10,739 10,499
10～14歳 18,140 19,082 18,463 16,359 13,565 11,724 10,747
15～19歳 19,231 18,221 19,181 18,573 16,475 13,677 11,831
20～24歳 24,824 19,531 18,617 19,643 19,080 17,002 14,192
25～29歳 27,576 25,003 19,744 18,866 19,924 19,382 17,316
30～34歳 34,985 27,550 25,003 19,760 18,893 19,954 19,418
35～39歳 33,145 34,836 27,436 24,903 19,685 18,825 19,881
40～44歳 31,219 32,962 34,654 27,295 24,777 19,591 18,739
45～49歳 22,884 30,948 32,701 34,392 27,092 24,599 19,457
50～54歳 24,284 22,577 30,546 32,309 33,996 26,786 24,328
55～59歳 30,335 23,797 22,143 29,972 31,746 33,430 26,347
60～64歳 26,366 29,498 23,160 21,566 29,200 30,982 32,653
65～69歳 21,587 25,422 28,544 22,436 20,917 28,336 30,126
70～74歳 17,335 20,290 24,016 27,118 21,347 19,948 27,055
75～79歳 12,145 15,554 18,355 21,875 24,888 19,628 18,397
80～84歳 7,686 10,098 13,122 15,672 18,866 21,730 17,176
85歳～ 6,657 8,846 11,950 16,001 20,228 25,057 30,258
男
合計 198,365 199,204 197,607 193,910 188,591 182,260 175,158
0～4歳 9,366 8,425 6,985 6,036 5,532 5,409 5,259
5～9歳 9,878 9,326 8,390 6,956 6,011 5,510 5,387
10～14歳 9,116 9,879 9,329 8,394 6,960 6,016 5,514
15～19歳 9,890 9,157 9,930 9,383 8,451 7,016 6,069
20～24歳 13,180 10,039 9,336 10,143 9,611 8,693 7,251
25～29歳 14,448 13,288 10,150 9,462 10,289 9,764 8,853
30～34歳 17,815 14,411 13,262 10,137 9,453 10,281 9,759
35～39歳 17,295 17,698 14,317 13,177 10,072 9,393 10,216
40～44歳 17,314 17,136 17,539 14,190 13,061 9,984 9,312
45～49歳 11,802 17,096 16,929 17,333 14,028 12,917 9,876
50～54歳 11,921 11,579 16,792 16,643 17,048 13,803 12,717
55～59歳 14,716 11,579 11,267 16,363 16,238 16,646 13,487
60～64歳 12,736 14,125 11,129 10,849 15,781 15,682 16,089
65～69歳 10,458 12,085 13,468 10,628 10,387 15,138 15,066
70～74歳 8,219 9,583 11,144 12,517 9,899 9,718 14,210
75～79歳 5,404 7,054 8,312 9,745 11,057 8,768 8,659
80～84歳 2,896 4,158 5,538 6,624 7,856 9,055 7,204
85歳～ 1,911 2,586 3,790 5,332 6,857 8,469 10,229
女
合計 197,649 199,885 199,992 198,150 194,587 189,670 183,509
0～4歳 9,169 7,994 6,627 5,727 5,249 5,131 4,989
5～9歳 9,201 9,132 7,963 6,601 5,705 5,229 5,112
10～14歳 9,024 9,202 9,134 7,966 6,605 5,708 5,232
15～19歳 9,341 9,063 9,251 9,190 8,023 6,661 5,762
20～24歳 11,644 9,492 9,281 9,500 9,468 8,310 6,941
25～29歳 13,128 11,715 9,593 9,405 9,635 9,617 8,463
30～34歳 17,169 13,139 11,740 9,623 9,440 9,673 9,659
35～39歳 15,850 17,138 13,119 11,726 9,614 9,432 9,665
40～44歳 13,905 15,826 17,115 13,105 11,716 9,607 9,427
45～49歳 11,082 13,853 15,772 17,059 13,065 11,682 9,581
50～54歳 12,363 10,998 13,754 15,666 16,948 12,983 11,611
55～59歳 15,619 12,218 10,876 13,609 15,509 16,784 12,860
60～64歳 13,630 15,373 12,032 10,717 13,419 15,300 16,564
65～69歳 11,129 13,337 15,076 11,807 10,530 13,198 15,060
70～74歳 9,116 10,707 12,872 14,601 11,448 10,230 12,845
75～79歳 6,741 8,499 10,043 12,130 13,832 10,860 9,738
80～84歳 4,790 5,940 7,585 9,048 11,011 12,675 9,971
85歳～ 4,746 6,260 8,160 10,669 13,371 16,589 20,030

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年
総人口指数 100.0 100.8 100.4 99.0 96.8 93.9 90.6
年少人口割合 14.1 13.5 12.2 10.6 9.4 8.9 8.8
生産年齢人口割合 69.4 66.4 63.7 63.1 62.9 60.3 56.9
老年人口割合 16.5 20.1 24.1 26.3 27.7 30.8 34.3
75歳以上人口割合 6.7 8.6 10.9 13.7 16.7 17.9 18.4

（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来人口推計」（2013年3月））
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総数 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年
合計 396,014 408,259 414,761 417,111 415,751 411,498 404,815
0～4歳 18,535 16,815 14,649 13,371 12,817 12,765 12,572
5～9歳 19,079 18,606 16,868 14,695 13,413 12,858 12,804
10～14歳 18,140 19,424 18,894 17,125 14,920 13,619 13,054
15～19歳 19,231 19,675 20,751 20,160 18,254 15,917 14,540
20～24歳 24,824 21,998 22,057 23,232 22,578 20,466 17,929
25～29歳 27,576 24,753 22,106 22,209 23,395 22,767 20,675
30～34歳 34,985 28,360 25,245 22,564 22,666 23,866 23,226
35～39歳 33,145 35,449 28,598 25,457 22,757 22,851 24,049
40～44歳 31,219 35,863 37,770 30,567 27,230 24,377 24,355
45～49歳 22,884 31,084 35,700 37,612 30,443 27,127 24,290
50～54歳 24,284 22,435 30,521 35,088 36,988 29,939 26,686
55～59歳 30,335 23,579 21,836 29,724 34,221 36,107 29,233
60～64歳 26,366 29,389 22,878 21,204 28,868 33,294 35,165
65～69歳 21,587 25,484 28,497 22,218 20,609 28,033 32,383
70～74歳 17,335 20,452 24,224 27,245 21,288 19,783 26,888
75～79歳 12,145 15,657 18,599 22,175 25,132 19,683 18,341
80～84歳 7,686 10,284 13,371 16,065 19,336 22,187 17,429
85歳～ 6,657 8,953 12,198 16,401 20,836 25,860 31,194
男
合計 198,365 203,845 206,577 207,054 205,653 202,920 199,180
0～4歳 9,366 8,625 7,515 6,860 6,576 6,549 6,450
5～9歳 9,878 9,345 8,610 7,501 6,847 6,565 6,538
10～14歳 9,116 10,019 9,472 8,723 7,600 6,938 6,652
15～19歳 9,890 9,966 10,742 10,161 9,339 8,142 7,437
20～24歳 13,180 11,601 11,389 12,224 11,584 10,637 9,312
25～29歳 14,448 12,986 11,517 11,317 12,149 11,522 10,602
30～34歳 17,815 14,503 13,010 11,543 11,347 12,184 11,556
35～39歳 17,295 17,796 14,468 12,979 11,514 11,317 12,150
40～44歳 17,314 19,346 19,650 16,043 14,400 12,815 12,516
45～49歳 11,802 17,174 19,186 19,494 15,919 14,294 12,724
50～54歳 11,921 11,467 16,738 18,716 19,023 15,537 13,960
55～59歳 14,716 11,421 11,034 16,138 18,071 18,379 15,019
60～64歳 12,736 14,036 10,920 10,571 15,490 17,381 17,690
65～69歳 10,458 12,084 13,384 10,434 10,121 14,833 16,674
70～74歳 8,219 9,606 11,164 12,462 9,741 9,487 13,930
75～79歳 5,404 7,081 8,358 9,789 11,039 8,656 8,476
80～84歳 2,896 4,210 5,609 6,718 7,954 9,114 7,177
85歳～ 1,911 2,576 3,811 5,382 6,940 8,570 10,318
女
合計 197,649 204,414 208,184 210,057 210,098 208,579 205,635
0～4歳 9,169 8,189 7,134 6,512 6,242 6,216 6,122
5～9歳 9,201 9,260 8,258 7,194 6,566 6,294 6,266
10～14歳 9,024 9,406 9,422 8,402 7,320 6,681 6,403
15～19歳 9,341 9,709 10,008 9,999 8,915 7,774 7,102
20～24歳 11,644 10,397 10,667 11,008 10,994 9,828 8,618
25～29歳 13,128 11,767 10,589 10,892 11,246 11,245 10,073
30～34歳 17,169 13,858 12,235 11,021 11,320 11,683 11,670
35～39歳 15,850 17,653 14,130 12,479 11,243 11,534 11,899
40～44歳 13,905 16,516 18,120 14,524 12,830 11,562 11,839
45～49歳 11,082 13,910 16,514 18,118 14,524 12,832 11,566
50～54歳 12,363 10,968 13,783 16,371 17,965 14,402 12,726
55～59歳 15,619 12,158 10,802 13,586 16,150 17,728 14,215
60～64歳 13,630 15,352 11,958 10,632 13,378 15,913 17,474
65～69歳 11,129 13,399 15,113 11,784 10,488 13,200 15,709
70～74歳 9,116 10,846 13,060 14,784 11,546 10,296 12,958
75～79歳 6,741 8,576 10,241 12,386 14,093 11,027 9,865
80～84歳 4,790 6,074 7,761 9,347 11,382 13,073 10,253
85歳～ 4,746 6,377 8,388 11,019 13,896 17,290 20,877

2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年
総人口指数 100.0 103.1 104.7 105.3 105.0 103.9 102.2
年少人口割合（％） 14.1 13.4 12.2 10.8 9.9 9.5 9.5
生産年齢人口割合（％） 69.4 66.8 64.5 64.2 64.3 62.4 59.3
老年人口割合（％） 16.5 19.8 23.4 25.0 25.8 28.1 31.2
75歳以上人口割合（％） 6.7 8.5 10.6 13.1 15.7 16.5 16.5

（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来人口推計」（2013年3月））
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